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      第１章 山と私 
第２章 彫刻は切り出される 





















































    
 
木彫で造り、その前に「アルプス」の道をイメージした角材を組み合わせた作品は、見る者に彫刻の実在
感を意識させた、興味深い優れた作品になった。博士課程に入り、道あるいは崖の彼方にある空、あるい
は「星座」に北山君の意識は向かったという。そこで、９才の頃オーストラリアで見た天の川の圧倒的な
存在を彫刻に取り入れようと試みることになる。それらが《星取り－天の川－》《星取り－雄牛－》であ
る。しかし、北山君は二つの作品に、山や星座（天の川）の存在の全体像を表現することが出来なかった
らしい。これらの作品には、台座のような、平面の側面が存在している。彼は、山の裏の実体を造れなか
ったという。《山と星空と私》はこの事を払拭し一体として捉えようとした試みになっている。全体の構
図は、北山君が敬愛しているセザンヌの《大水浴》からきている。セザンヌが人物、風景を三角形の構図
の中に一体化したように、北山君も、北アルプスの山、銀河を１つの彫刻に込めるというコンセプトを実
践した作品である。そこには、塊としての彫刻を造るという意識が強く存在する。  
以上のように作品を造るにあたって、北山君は一つ一つ問題意識を検証し、実践し、前に進んできた。こ
の制作態度は、実に真摯であり、その結果として提出された作品は見る者に存在感と彫刻の更なる可能性
を示したと思う。 
審査員一同、優れた作品と高く評価する次第である。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
北山翔一は「風景」をテーマの一つに設定し木を素材に彫刻の研究を続けてきた。ある時、バスの車窓か
ら見た山の景色に彫刻の本質を直感した経験をきっかけに、「物質—断面」「触覚—抵抗感」の概念を基に、
作者の内側にある彫刻のイメージを実在化していく。遠くの風景や星空は実在するものであるが、視覚で
捉えられるのは全体の中のほんの一部であり直接手で触れることはできない。実際に在り、見えるが触れ
られないこれらのモチーフを、あくまでも触覚的に捉らえようとするのが北山の彫刻作品である。手で触
れないものをどのように作るか。そこで必要となるのが「内的な触覚」であると仮定する。古代人が洞窟
の壁に描いた動物や夜空にイメージした星座のように、暗闇があることで生まれた絵画や、セザンヌが描
いた山の絵のように、触れないことで生まれた絵画を参照しながら、作者の内面にある「触覚—内的触覚」
を、人間がものを作ろうとする意思の根本と捉え、それを基に造形することで、彫刻の生成、存在につい
て模索していく。 
 論文は「風景」についての考察から始まる。北山が山に感じた力（抵抗感）と自身が作ろうとするもの
との関係を、セザンヌ、岸田劉生らの絵画作品に見られる、光、多視点、奥行き、ボリュームなどを参考
に取り上げ、絵画を見る視点、彫刻を見る視点の差異について論じていく。また、素材である木の特徴と
も言える「断片性」について触れ、彫刻（木彫）は断面に覆い尽くされたものであり、その造形は作者の
「内なる風景」が切り取られた断面であることに言及する。「山」を凝視することで得られた内的触覚を
「天の川」に移行させ、それを彫刻化するために必要な「内的な触覚」「切り取り」について自身の経験
を交えて論じ、「抵抗感＝彫刻の存在」、またそれは自身の実在の反映であると結論づける。 
 提出作品《山と星空と私》《星取り－天の川－》《星取り－雄牛－》の３点とも木を素材に作られている。
山の風景や星座、天の川がモチーフとなっているが、それらは常に遠くにあり、彫刻に不可欠な奥行きや
重力が掴めない。そういったフラットで極めて絵画的な構造を、木材から切り出した断片で構成し、更に
描く、消す、足す、削る、などの行為を反復する。形とボリュームを慎重に探りつつ、からだ全体で向き
合い思考することによる「内的な触覚」によって造形していく。鑑賞者の背丈を越える大きさとシンプル
な形態の構成の中に、鋭く切り込まれた面や直線、手で引かれた緩やかな曲線や柔軟な形など多彩な表情
を保つ。表層はリズミカルに波打ち、模索を繰り返した手の痕跡は、素材である木の断面の木目や色調と
相まって、抽象性と緊張ある空間性、更に彫刻作品としての確かな抵抗感と存在を感じさせる。  
 論文執筆と作品制作を並行しながら、独自の視点と彫刻の本質、その可能性について丁寧に思索された
優れた研究であり、審査委員一同高く評価し、学位授与に値するものと認める。
